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荘
子
に
於
け
る
「
知
」
の
一
考
察

陳

静

慧

前

言

　
「
吾
が
生
や
涯
り
あ
り
、
而
も
知
や
至
り
な
し
」
と
言
う
荘
子
の
警
告
は
二
千
年
を
越
え
て
我
々
の
心
を
う
つ
名
句
で
あ
る
。
生
命
に

は
限
界
が
あ
る
の
に
、
果
て
し
な
く
対
象
を
追
い
求
め
る
人
間
の
知
に
は
限
界
が
な
く
、
結
局
、
新
し
い
知
識
は
新
し
い
欲
望
を
生
み
、

外
へ
外
へ
と
無
限
に
広
が
っ
て
行
く
。
然
も
、
一
方
、
有
限
の
存
在
を
超
越
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
生
命
の
尊
厳
さ
が
あ
る
。
こ
の
有

限
と
超
越
、
現
実
と
理
想
と
の
間
に
は
い
つ
も
微
妙
な
対
照
関
係
が
潜
ん
で
い
る
。
　
『
荘
子
』
の
発
生
の
基
盤
は
他
の
先
秦
諸
子
と
変
わ

り
は
な
く
、
春
秋
戦
国
と
い
う
乱
世
に
生
き
る
人
々
の
社
会
に
対
す
る
不
信
や
絶
望
、
ま
た
生
に
対
す
る
不
安
や
憂
苦
に
あ
る
。
い
わ
ゆ

る
人
間
の
超
越
に
つ
い
て
、
荘
子
は
知
識
の
累
積
と
道
徳
の
実
践
に
よ
っ
て
生
命
の
超
越
を
唱
え
る
儒
家
と
は
異
な
る
道
を
開
い
た
。
知

に
対
す
る
不
信
感
が
『
荘
子
』
全
書
の
基
調
で
は
あ
る
が
、
ど
こ
ま
で
も
全
面
的
に
知
に
反
対
す
る
と
は
い
え
な
い
。
　
「
小
知
を
捨
て
て

大
知
を
明
ら
か
に
」
、
　
「
真
人
有
り
、
し
か
る
後
真
知
あ
り
」
と
は
、
明
ら
か
に
「
大
知
」
や
¶
真
知
」
を
追
求
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
で
は
一
体
荘
子
が
否
定
し
て
い
る
「
知
」
と
は
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
な
の
か
。
小
論
で
は
、
　
『
荘
子
』
の
「
知
」
論
を
め
ぐ
っ
て

そ
れ
を
究
明
し
よ
う
と
思
う
。

　
い
ま
ひ
と
つ
考
え
て
お
き
た
い
の
は
テ
キ
ス
ト
の
問
題
で
あ
る
。
多
く
の
先
輩
が
既
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
　
『
荘
子
』
全
書
の
中
で
も

よ
り
早
期
と
み
ら
れ
る
『
荘
子
』
内
篇
に
も
新
し
い
も
の
は
含
ま
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
が
最
も
荘
子
本
人
の
思
想
に
近
い
も
の
で
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（
1
）

あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
な
か
で
も
「
齊
物
論
」
こ
そ
が
三
十
三
篇
の
う
ち
の
原
型
思
想
と
も
い
え
る
。
従
っ
て
小
論
は
知
論
を
基

調
と
な
す
「
齊
物
論
」
か
ら
、
　
「
知
」
の
問
題
を
考
え
て
い
き
た
い
。
さ
て
、
　
「
知
」
の
定
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
に
、
一
般
的
に
知

は
「
知
の
作
用
」
及
び
「
そ
の
成
果
」
の
両
者
を
指
す
。
知
の
作
用
と
し
て
の
「
認
知
」
に
し
ろ
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
「
知
識
」
に
し

ろ
、
両
方
と
も
主
体
と
し
て
の
「
我
」
に
即
し
て
発
言
す
る
立
場
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
客
体
（
対
象
）
と
し
て
の
「
物
」
は
、
ど
こ
に

位
置
づ
け
る
べ
き
な
の
か
。
ま
た
、
　
「
荘
子
」
の
「
知
」
は
、
果
た
し
て
必
ず
「
物
」
を
条
件
に
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
題

を
解
明
す
る
た
め
に
、
先
ず
「
知
」
の
起
源
か
ら
考
え
て
い
こ
う
。

二
　
絶
対
知
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
ω
知
の
起
源
と
段
階

　
知
の
起
源
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
次
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
つ
、
知
の
発
生
は
知
覚
（
耳
、
目
、
心
な
ど
）
に
基

づ
く
経
験
論
と
す
る
も
の
と
、
も
う
一
つ
の
考
え
は
、
思
惟
、
推
理
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
と
す
る
理
性
論
で
あ
る
。
中
国
の
場
合
前
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

即
ち
所
謂
「
見
聞
之
知
」
で
あ
っ
て
、
後
者
は
即
ち
「
徳
性
之
知
」
と
い
う
の
が
そ
れ
に
属
す
る
。
中
国
で
最
初
に
こ
の
問
題
に
言
及
し

た
の
は
、
孟
子
で
あ
る
。
孟
子
は
道
徳
的
な
知
の
起
源
に
つ
い
て
か
つ
て
次
の
よ
う
に
い
っ
た
。

　
　
「
人
之
所
不
学
而
能
者
、
其
良
能
也
。
所
不
慮
而
知
者
、
其
良
知
也
」
（
蓋
心
、
上
）

　
（
良
）
知
は
、
生
ま
れ
つ
き
も
つ
知
で
あ
る
。
　
（
良
）
知
は
先
天
的
で
あ
っ
て
内
心
に
起
源
す
る
と
す
る
考
え
は
、
中
国
思
想
の
流
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
中
で
極
め
て
重
要
な
課
題
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
　
《
齊
物
篇
》
で
は
知
の
起
源
は
後
天
的
な
接
触
に
よ
る
と
い
う
。

　
　
「
大
知
閑
閑
、
小
知
間
間
、
與
接
為
構
、
日
以
心
闘
」
《
齊
物
論
》

　
　
「
知
と
は
接
な
り
」
《
庚
桑
楚
》

　
つ
ま
り
、
知
（
知
識
或
い
は
認
知
）
は
主
体
と
客
体
と
の
接
触
に
よ
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
。
　
「
接
」
と
云
う
条
件
で
、
主
体
と
し
て

の
「
我
」
と
客
体
と
し
て
の
「
物
」
と
が
関
連
づ
け
ら
れ
る
。
接
触
は
必
ず
対
象
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
、

知
の
起
源
を
人
間
の
知
覚
に
基
づ
く
経
験
論
に
近
い
と
す
る
考
え
で
あ
る
。
接
触
の
「
知
」
が
「
我
」
と
「
物
」
と
を
媒
介
す
る
。
一
方
、
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「
物
」
と
は
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
で
あ
ろ
う
か
。
広
義
に
は
思
考
の
対
象
に
な
り
う
る
あ
ら
ゆ
る
存
在
を
意
味
す
る
と
は
い
え
、
必
ず

し
も
強
い
対
象
性
を
帯
び
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
例
え
ば
「
万
物
」
の
語
で
あ
る
。
　
「
無
名
、
天
地
之
始
、
有
名
、
万
物
之
母
」

《
老
子
、
第
一
章
》
に
於
け
る
「
万
物
」
は
、
現
象
ま
た
は
存
在
物
の
両
方
の
意
味
を
も
つ
。
以
下
説
明
の
都
合
で
小
論
は
、
現
象
ま
た

は
存
在
物
の
両
方
の
意
味
を
指
す
と
き
「
自
然
」
の
語
を
つ
か
う
こ
と
と
す
る
。
　
『
荘
子
』
に
み
え
る
「
物
」
、
例
え
ば
「
物
固
有
所
属
、

固
有
聖
壇
然
」
「
物
無
毒
彼
、
物
欲
非
是
」
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
体
に
お
い
て
、
物
ぱ
知
の
対
象
或
い
は
現
象
と
し
て
の
性
格
が
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

調
さ
れ
、
主
体
の
「
知
」
の
対
象
と
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
特
色
と
も
言
え
る
。
ま
た
、
　
《
洋
物
篇
》
の
知
の
四
つ
の
段
階
が
よ
く
そ
れ
を

説
明
し
て
い
る
。
　
「
知
の
四
段
階
」
は
『
荘
子
』
の
「
我
」
と
■
物
」
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
最
も
原
型
的
で
、
且
つ
重
要
な
理
論
根

　
　
　
　
　
　
　
ら
　

拠
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
（
1
）
無
物
…
…
「
古
科
人
、
其
知
有
所
至
　
。
悪
乎
至
。
有
以
為
未
始
有
物
者
、
至
　
、
尽
　
、
不
可
以
加
　
。
」

　
　
（
2
）
有
物
、
無
封
…
…
「
其
次
、
以
為
有
物
　
、
而
未
始
有
封
也
。
」

　
　
（
3
）
有
封
、
無
是
非
…
…
「
其
次
、
以
為
有
封
焉
、
而
未
墾
有
是
非
也
。
」

　
　
（
4
）
是
非
彰
、
道
廟
…
…
「
是
非
之
彰
也
、
道
之
所
以
藺
。
道
之
所
以
蔚
、
愛
之
所
以
成
。
」

　
第
（
1
）
の
段
階
は
、
何
物
と
も
規
定
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
混
沌
の
世
界
の
真
実
体
で
あ
っ
て
、
至
高
最
上
の
境
地
で
あ
る
℃
一
方
、

「
以
為
」
「
至
れ
り
」
と
い
う
表
現
は
主
体
的
な
は
た
ら
き
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
物
」
は
単
に
存
在
し
な
い
の
で
は
な
く
、
存
在

し
な
い
と
さ
れ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
認
識
主
体
の
「
我
」
は
一
な
る
道
の
世
界
に
融
合
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
混

沌
無
物
の
世
界
そ
の
も
の
と
化
す
る
「
我
」
の
あ
り
か
た
は
最
も
主
体
的
な
生
き
方
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
（
2
）
の
段
階
で
は
、
道
の
実

在
性
は
意
識
さ
れ
な
が
ら
も
ま
だ
「
物
」
「
我
」
の
分
別
が
な
く
、
何
の
境
界
な
い
し
秩
序
も
発
見
さ
れ
な
い
。
　
「
物
」
有
り
と
は
、
物

我
の
関
連
が
断
た
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
物
な
い
し
物
の
秩
序
が
存
在
し
な
い
と
さ
れ
る
知
は
、
　
「
物
」
か
ら
自
由
で
あ
る
と
と
も
に
、

主
体
的
な
意
味
に
お
い
て
積
極
性
を
帯
び
、
物
が
な
い
と
見
る
立
場
に
た
つ
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
（
3
）
に
至
っ
て
、
道
は
萬
物
の
形
と

し
て
現
れ
、
一
が
多
と
な
り
、
絶
対
が
相
対
の
諸
相
と
し
て
展
開
す
る
。
こ
こ
か
ら
、
客
体
へ
の
認
知
が
要
求
さ
れ
、
物
我
の
分
裂
が
始

ま
る
わ
け
で
あ
る
。
（
4
）
の
「
道
魑
」
の
段
階
に
い
た
っ
て
、
人
間
の
愛
好
、
是
非
の
価
値
判
断
（
世
間
知
）
が
確
立
さ
れ
、
も
っ
と
も

不
自
由
な
状
態
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
も
っ
と
も
低
い
知
の
段
階
で
、
混
沌
と
し
て
の
道
は
そ
の
生
命
を
絶
た
れ
る
。
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ま
た
、
（
3
）
の
段
階
か
ら
「
物
」
、
　
「
我
」
の
分
裂
が
始
ま
り
知
に
は
「
名
」
が
い
よ
い
よ
必
要
と
な
り
、
所
謂
「
縁
者
、
実
之
賓
也
」

《
迫
遙
遊
》
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
「
名
」
と
は
即
ち
対
象
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
も
し
も
認
知
す
る
だ
け
で
名
付
け
る
こ
と
が
で
き
な

け
れ
ば
、
そ
れ
は
無
知
と
同
じ
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
名
付
け
る
こ
と
は
即
ち
「
物
の
存
在
を
認
め
る
」
（
有
封
）
こ
と
で
あ
り
、
言
わ

ば
条
件
の
設
定
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
物
事
に
つ
い
て
の
理
論
や
系
統
が
始
ま
り
、
と
同
時
に
対
立
も
発
生
す
る
。
　
「
物
の
存
在
を
認
め
る
」

こ
と
は
条
件
に
依
存
す
る
以
上
、
　
「
閉
鎖
性
」
を
免
れ
ぬ
か
ら
絶
対
性
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
「
物
」
或
い
は
理
論
へ
の
執
着
は
無
意
義
で

あ
る
こ
と
を
い
う
。
も
し
も
、
執
着
す
れ
ば
（
4
）
の
段
階
の
「
脚
質
」
に
陥
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
即
ち
混
沌
の
絶
滅
、
道
の
隠

蔽
で
あ
り
、
誤
謬
の
発
生
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
知
の
段
階
が
低
く
な
る
に
従
っ
て
、
物
に
拘
束
さ
れ
る
度
合
が
強
く
な
る
。
　
『
荘
子
』

に
お
い
て
、
自
由
と
は
「
物
」
か
ら
の
超
越
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
　
　
②
誤
謬
の
由
来

　
前
述
の
通
り
（
4
）
の
段
階
に
至
っ
て
は
「
是
非
」
の
判
断
が
発
生
し
、
そ
れ
は
、
道
の
最
も
低
い
段
階
で
あ
る
。

　
　
「
道
悪
乎
隠
野
曝
真
偽
、
言
悪
隠
隠
而
有
丈
非
。
道
悪
乎
往
而
不
存
、
言
悪
現
存
而
不
可
。
隠
隠
於
小
成
、
言
草
於
栄
華
、
故
有
儒

墨
之
是
非
。
以
是
其
所
非
而
非
其
所
是
。
欲
是
其
所
非
而
非
其
所
是
、
則
莫
若
以
明
。
」
《
斉
物
論
》

　
以
上
は
、
人
間
の
「
小
成
」
に
よ
っ
て
「
真
偽
」
と
い
う
誤
謬
が
お
こ
り
、
　
「
栄
華
」
に
よ
っ
て
「
是
非
」
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
真
偽

と
は
「
物
」
に
対
す
る
認
識
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
の
指
摘
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
言
わ
ば
、
世
界
に
於
け
る
現
象
と
実
態
と
の
問
題
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
即
ち
「
知
」
の
段
階
の
（
3
）
「
有
封
」
に
属
し
、
物
に
境
地
、
秩
序
を
加
え
る
「
有
封
」
と
は
、
即
ち
人
間
の
「
小
成
」

で
あ
っ
て
、
も
の
の
一
時
的
条
件
と
し
て
の
意
味
を
表
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、
物
の
現
象
と
実
態
が
分
か
れ
て
い
く
。
ま
た
、
　
「
我
」

に
お
い
て
は
「
是
非
」
の
誤
謬
が
あ
る
。
　
「
栄
華
」
と
は
虚
栄
の
心
に
よ
っ
て
、
言
葉
の
真
実
を
失
う
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
は
即
ち
自
分

の
立
場
に
基
づ
き
最
も
偏
見
的
な
価
値
を
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
知
」
の
段
階
の
（
4
）
「
有
是
非
」
に
帰
属
す
る
問
題
で
あ
る
。
こ

こ
で
知
に
関
す
る
標
準
の
問
題
が
問
わ
れ
る
。
な
お
、
一
つ
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
是
非
の
問
題
に
関
し
て
は
、
直
接
に
「
物
」

を
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
「
知
」
を
対
象
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
は
知
に
対
処
す
る
と
き
『
老
子
』
の
無
為
思
想
と
結
合
し
新

し
い
思
想
を
導
き
出
す
契
機
も
生
ま
れ
る
。
　
《
斉
物
論
》
以
降
は
「
知
」
に
関
し
て
「
真
偽
」
を
い
う
よ
り
も
「
是
非
」
を
い
う
所
が
多
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く
な
る
。
そ
れ
は
道
家
本
来
の
課
題
が
不
安
や
不
信
を
解
決
す
る
た
め
の
人
生
論
に
あ
る
か
ら
。

　
《
斉
物
語
》
に
「
吾
誰
使
正
之
、
使
同
歯
若
者
正
之
、
既
与
出
題
　
、
豊
能
正
之
、
混
同
乎
尋
者
正
之
、
既
同
坐
偉
者
、
悪
質
正
之
…

然
者
我
与
若
夢
人
倶
不
能
相
知
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
万
物
は
共
通
の
基
準
が
な
い
か
ら
、
相
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。
ま
た
、

同
じ
篇
に
…
…

　
　
「
物
無
非
彼
、
物
無
非
是
。
自
彼
則
不
見
、
空
盲
則
知
之
。
故
日
彼
出
於
是
、
是
亦
因
彼
。
」

　
　
「
庸
誰
知
吾
所
謂
知
之
非
不
知
邪
、
庸
誰
知
吾
所
謂
不
知
之
型
押
邪
。
」

　
あ
ら
ゆ
る
「
是
」
と
「
非
」
、
　
「
彼
」
と
「
此
」
と
は
、
皆
相
依
存
し
て
成
立
す
る
相
対
的
な
概
念
で
あ
る
と
い
う
。
　
「
彼
」
「
此
」
の

判
断
は
即
ち
上
述
の
（
3
）
「
有
封
」
の
段
階
の
「
真
偽
」
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
知
の
対
象
と
し
て
と
ら
れ
る
「
物
」
に
は
、
普
遍

的
性
格
が
備
わ
っ
て
い
な
い
、
言
わ
ば
絶
対
性
が
な
く
条
件
さ
え
離
れ
れ
ば
是
非
成
否
の
結
果
も
変
わ
る
わ
け
で
あ
る
。
　
「
物
固
有
所
然
、

物
固
有
所
不
然
」
《
斉
物
論
》
と
は
「
物
」
に
そ
れ
ぞ
れ
存
在
の
意
義
が
あ
る
と
し
、
　
「
物
」
に
是
非
を
加
え
る
こ
と
を
否
定
す
る
。
こ

れ
は
即
ち
知
の
段
階
の
最
後
に
お
け
る
「
是
非
之
彰
也
、
道
之
所
以
顧
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、
知
の
対
象
と
し
て
の
「
物
」
に

即
し
て
い
う
と
き
真
偽
の
標
準
が
問
わ
れ
、
知
の
主
体
と
し
て
の
我
に
対
し
て
は
是
非
の
標
準
が
問
わ
れ
る
。
つ
ま
り
「
知
」
を
「
不
完

全
」
の
も
の
と
す
る
考
え
で
あ
る
。

　
ま
た
、
人
間
の
知
の
限
界
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
　
「
知
之
所
至
、
極
物
而
已
、
此
議
之
所
止
」
《
則
陽
》

　
　
「
吾
生
也
有
涯
、
而
知
也
無
涯
」
《
養
生
主
》

　
相
対
の
概
念
に
陥
る
邑
物
」
は
、
万
象
と
し
て
展
開
し
て
行
く
時
＝
与
言
為
二
、
二
与
一
為
三
、
自
此
以
往
、
巧
歴
不
能
挙
」
　
《
斉

物
論
》
と
い
う
よ
う
に
無
限
に
分
化
し
て
い
く
。
我
は
そ
れ
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
も
果
て
し
が
な
い
。
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立

つ
相
対
知
の
極
限
は
現
象
の
世
界
に
止
ま
り
、
こ
の
経
験
的
な
知
に
立
つ
限
り
、
つ
い
に
普
遍
性
を
も
つ
「
絶
対
知
」
に
至
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　
　
「
知
止
其
所
不
知
、
至
　
」
《
斉
物
論
》

　
　
白
人
之
所
知
、
不
若
其
所
不
知
」
《
秋
水
》
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「
弁
者
知
止
乎
其
所
不
能
知
、
至
　
」
《
達
生
》

　
　
「
知
之
所
不
能
知
者
、
弁
不
能
挙
也
」
《
庚
桑
楚
》

　
「
物
」
を
把
握
す
る
の
に
標
準
が
な
く
、
認
識
の
起
源
が
経
験
的
な
接
触
に
よ
る
以
上
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
我
の
知
に
限
界

が
あ
っ
て
普
遍
性
を
も
た
な
い
こ
と
は
当
然
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
　
「
所
不
知
」
と
は
、
経
験
的
な
相
対
知
に
よ
っ
て
は
到
達
で
き
な
い
と

こ
ろ
を
示
す
。

　
ま
た
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
弁
者
の
弁
を
や
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
　
《
達
生
》
、
　
《
庚
桑
楚
》
に
於
け
る
弁
者
は
、
戦
国
末
期
に
流
行

し
た
も
の
で
あ
る
。
知
の
限
界
も
ま
た
弁
者
の
議
論
の
止
ま
る
べ
き
と
こ
ろ
の
あ
る
こ
と
を
い
う
、
両
者
が
結
び
付
く
の
は
時
代
の
風
潮

に
影
響
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
弁
者
は
本
来
「
名
」
を
立
て
る
こ
と
を
本
旨
と
し
、
挙
白
の
「
貴
斉
説
」
を
受
け
て
発
展
し
て
来
た
《
斉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

物
論
》
は
、
弁
者
の
道
に
反
し
「
無
物
心
然
、
無
物
不
可
」
と
い
う
無
分
別
の
世
界
を
追
求
す
る
。
相
対
知
に
は
標
準
が
な
く
、
　
■
所
不

知
」
、
　
「
所
不
能
知
」
と
は
人
間
の
相
対
知
に
よ
っ
て
は
得
ら
れ
な
い
究
極
の
境
界
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
論
理
は
、
皆
混
沌

の
世
界
へ
の
帰
入
を
す
す
め
る
た
め
の
用
意
で
あ
る
。

　
　
　
㈹
　
不
知
の
知
（
絶
対
知
）
の
追
求

　
こ
こ
ま
で
客
体
と
し
て
の
「
物
」
と
「
主
体
」
に
於
げ
る
経
験
に
依
存
す
る
相
対
知
の
信
ず
る
に
足
り
な
い
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
知

の
段
階
の
（
3
）
「
有
封
」
で
は
、
　
「
物
」
を
分
析
し
よ
う
と
し
た
と
た
ん
に
「
物
」
「
我
」
の
分
裂
が
始
ま
る
。
そ
こ
か
ら
、
　
「
物
」
は

常
に
他
と
対
立
し
、
循
環
し
、
他
に
転
移
す
る
た
め
相
対
性
を
免
れ
ず
、
　
「
物
」
は
あ
く
ま
で
現
象
と
し
て
存
在
し
実
在
性
が
な
い
。
そ

こ
で
、
　
「
物
」
「
我
」
の
無
分
裂
の
段
階
に
も
ど
る
こ
と
が
即
ち
絶
対
に
立
つ
こ
と
と
な
る
。
主
体
の
客
体
へ
の
認
識
を
要
請
す
る
と
思

わ
れ
る
。
　
「
認
知
」
に
お
い
て
「
物
」
を
論
理
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
恰
も
「
渾
沌
に
七
籔
を
う
が
つ
」
よ
う
な
こ
と
な
の
で

あ
る
。

　
　
「
憔
與
忽
謀
報
渾
沌
之
徳
、
日
…
…
『
人
皆
有
爵
籔
以
視
聴
幽
居
、
買
得
無
有
、
嘗
試
馨
之
。
』
日
二
一
籔
、
七
日
渾
沌
死
」

　
と
は
、
所
謂
「
体
験
」
と
「
認
識
（
知
）
」
と
の
対
立
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
体
験
は
物
事
に
対
す
る
内
面
的
理
解
で
あ
っ
て
本
来

自
分
が
身
を
も
っ
て
し
か
経
験
で
き
な
い
実
践
性
の
強
い
非
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
。
認
識
と
は
、
科
学
的
、
思
弁
的
な
方
法
で
外
界
の

一
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も
の
に
接
す
る
経
験
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
体
験
」
と
は
、
自
分
に
お
い
て
各
々
の
経
験
を
対
象
と
し
そ
れ
を
統
一
し
よ
う
と
す
る
非

合
理
的
「
再
経
験
」
の
こ
と
で
あ
る
。
　
「
こ
の
非
合
理
な
る
も
の
を
合
理
的
認
識
に
整
え
よ
う
と
す
る
刹
那
に
、
今
ま
で
生
き
て
い
た
混

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

沌
は
死
ん
で
し
ま
う
。
認
識
と
は
こ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
一
種
の
藤
織
行
為
と
見
な
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
」
混
沌
の
道
は
、
純
朴
な
本

来
の
自
然
性
で
あ
っ
て
こ
の
世
界
の
根
源
に
横
た
わ
る
本
質
で
あ
る
が
、
理
性
の
思
惟
、
論
理
に
よ
っ
て
は
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

「
体
験
」
に
よ
っ
て
の
み
と
ら
え
ら
れ
る
。
混
沌
の
世
界
に
於
け
る
「
物
」
は
道
の
実
在
で
あ
っ
て
、
何
ら
か
の
境
界
、
秩
序
を
付
け
加

え
よ
う
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
「
知
」
の
対
象
（
客
体
）
と
な
り
得
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
　
『
荘
子
』
は
現
象
世
界

の
奥
底
に
人
々
の
注
意
を
ひ
ぎ
つ
け
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
（
4
）
の
「
蛍
藺
」
の
段
階
に
至
っ
て
、
是
非
な
ど
の
理
論
の
価
値
が

確
立
さ
れ
、
客
体
と
し
て
の
物
に
即
す
る
立
場
が
強
く
要
求
さ
れ
る
の
で
、
主
体
と
し
て
の
我
の
把
握
も
い
よ
い
よ
不
安
定
に
な
っ
て
し

ま
う
。
そ
こ
で
、
（
2
）
「
有
物
、
無
封
」
の
段
階
以
前
に
お
け
る
未
だ
境
界
、
秩
序
、
対
象
の
な
い
絶
対
知
に
戻
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、

そ
れ
を
「
不
知
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

　
　
「
故
知
止
其
所
不
知
、
至
　
。
」
《
斉
物
論
》

　
　
「
以
其
知
之
所
知
以
養
其
知
之
所
不
知
、
不
中
道
天
工
、
是
知
之
盛
也
、
」
《
大
宗
師
》

　
　
「
彼
其
真
是
也
、
以
其
不
知
也
」
《
知
北
遊
》

　
　
「
不
知
深
　
、
知
之
浅
　
」
《
知
北
遊
》

　
　
「
知
者
、
接
也
、
知
者
護
也
。
知
者
之
所
不
知
、
猶
睨
也
」
《
庚
単
三
》

　
　
「
人
皆
尊
其
知
之
所
知
而
莫
知
侍
其
知
之
所
不
知
而
後
知
」
《
則
陽
》

　
　
國
言
休
乎
知
之
所
不
知
、
至
　
」
《
徐
無
鬼
》

　
「
不
知
」
と
は
、
一
般
的
な
（
世
間
）
知
で
は
な
い
絶
対
知
の
こ
と
を
い
う
。
そ
れ
は
、
我
々
を
「
言
」
の
発
生
（
無
封
）
以
前
に
湖

り
、
　
「
有
封
」
「
有
是
非
」
（
そ
の
価
値
の
存
在
を
認
め
る
）
に
反
し
て
、
　
「
無
封
」
な
い
し
「
無
物
」
（
固
定
化
さ
れ
た
存
在
を
否
定
）

と
い
う
、
よ
り
自
由
な
立
場
に
立
た
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
　
「
無
」
と
は
存
在
と
し
て
の
「
有
」
の
否
定
で
あ
っ
て
道
家
の
特
有
の
思
想
表

現
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
単
な
る
日
常
的
価
値
を
担
う
行
為
と
し
て
客
体
化
さ
れ
た
「
物
」
（
現
象
）
の
存
在
を
否
定
す
る
だ
け
で
は
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

「
物
」
に
即
し
つ
つ
越
え
る
こ
と
を
目
指
す
と
い
う
の
は
、
日
常
的
価
値
を
転
換
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
現
象
を
我
が
心
で
統
一
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す
る
「
体
験
」
は
、
結
局
、
現
象
を
見
つ
め
な
が
ら
乗
り
越
え
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
思
想
は
恐
ら
く
春
秋
末
、

会
不
安
を
背
景
と
し
、
そ
こ
で
か
か
る
時
代
の
価
値
観
の
否
定
な
い
し
転
換
を
試
み
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

戦
国
初
の
社

三
　
知
に
関
す
る
新
た
な
発
展

　
絶
対
的
超
越
の
境
地
に
到
達
す
る
た
め
、
体
験
的
実
践
的
な
工
夫
が
説
か
れ
た
。
相
対
知
に
依
ら
ず
し
て
、
い
か
に
道
を
得
る
か
を
云

う
に
、
客
観
的
存
在
と
し
て
の
道
が
転
じ
て
主
観
的
な
心
の
状
態
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
結
局
、
混
沌
の
世
界
に
お
け
る

絶
対
知
と
は
我
の
心
境
上
の
操
作
に
よ
っ
て
一
切
の
矛
盾
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
体
験
し
か
得
ら
れ
な
い
「
絶
対
知
」

は
も
と
も
と
「
與
単
為
構
、
日
以
心
闘
」
《
齊
物
論
》
と
あ
る
よ
う
に
心
に
と
ら
わ
れ
た
現
象
に
執
着
す
る
諸
経
験
の
反
省
を
統
一
す
る

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
心
の
問
題
が
絡
ん
で
く
る
の
は
不
思
議
で
は
な
い
。

　
　
「
以
其
知
、
得
其
心
、
以
其
心
、
得
其
常
心
」
《
徳
充
府
》

　
　
「
心
徹
為
知
、
知
徹
為
徳
」
《
外
物
》

　
　
「
知
忘
是
非
、
心
之
適
也
」
《
達
生
》

　
な
お
、
相
対
知
を
排
除
す
る
た
め
、
心
の
工
夫
が
必
要
と
な
る
。
　
「
唯
道
集
虚
、
虚
者
、
心
斎
也
」
《
人
間
世
》
、
心
斎
に
よ
っ
て
人
は

物
の
実
在
で
あ
る
道
と
交
渉
し
道
と
一
体
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
虚
と
な
る
た
め
の
方
法
、
工
夫
の
典
型
と
し
て
心
斎
や
、
専
一
な
ど

の
対
処
法
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

　
　
「
虚
室
生
白
、
吉
祥
止
止
、
循
耳
目
内
通
而
外
於
心
知
、
鬼
神
将
来
舎
」
《
人
間
世
》

　
　
「
象
耳
目
、
一
知
之
所
知
」
《
徳
充
府
》

　
　
「
揚
汝
知
、
　
一
汝
度
」
《
知
北
遊
》

　
　
「
拮
撃
而
知
」
《
知
北
遊
》

　
　
「
古
之
治
道
者
、
以
悟
養
知
」
《
繕
性
》

　
我
々
人
間
が
こ
の
目
で
見
、
こ
の
耳
で
聞
い
て
い
る
存
在
す
る
世
界
の
多
様
性
を
否
定
し
、
世
界
の
真
実
の
姿
を
斉
一
な
る
混
沌
と
し

「
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て
捉
え
よ
う
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
単
な
る
耳
目
な
ど
の
感
覚
器
官
を
否
定
す
る
が
心
を
否
定
し
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
、
心
を
「
虚
」

に
す
る
こ
と
を
通
し
て
道
に
冥
合
し
、
道
に
お
い
て
自
己
同
一
を
体
験
す
る
と
云
う
の
で
あ
る
。
　
「
鬼
神
将
来
舎
」
と
は
か
か
る
体
験
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

な
意
味
を
表
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
結
局
、
そ
れ
は
我
が
心
境
の
状
態
に
よ
っ
て
決
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
　
《
斉
物
論
》
は
主
と
し
て

自
然
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
学
問
で
あ
る
。
究
極
の
所
で
は
、
所
謂
「
彼
是
莫
得
其
偶
、
謂
之
道
橿
、
橿
曝
書
環
中
、
以
下
無
窮
」
と
い

う
「
野
羊
」
に
立
て
ば
「
応
無
窮
」
の
働
き
も
自
動
的
に
可
能
と
な
る
。
　
「
以
礼
為
熟
、
以
知
臨
時
、
以
徳
為
循
」
《
太
宗
師
》
と
は
、

時
に
応
ず
る
こ
と
の
一
例
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
本
来
そ
れ
は
目
的
で
は
な
く
、
そ
の
点
で
い
か
に
も
「
捨
人
寄
天
」
と
い
う

こ
と
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
け
だ
し
、
現
象
の
未
分
化
状
態
に
於
け
る
混
沌
に
帰
す
た
め
「
心
斎
」
の
工
夫
が
必
要
と
な
る
。
つ
ま
り
、

絶
対
の
境
地
は
「
我
」
に
よ
っ
て
し
か
完
成
す
る
道
が
な
い
。
　
「
心
斎
」
と
は
、
専
ら
内
面
に
向
か
っ
て
自
己
反
省
す
る
こ
と
で
、
つ
ま

る
と
こ
ろ
人
間
と
し
て
の
自
覚
で
あ
り
、
或
る
意
味
で
は
、
人
と
し
て
の
完
成
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
「
天
人
合
＝
に
代
表
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

れ
る
「
真
人
」
へ
の
道
で
も
あ
る
。
こ
の
真
人
の
思
想
を
し
き
り
に
説
く
の
は
《
太
宗
師
》
篇
の
前
半
で
あ
る
。

　
《
太
宗
師
》
の
冒
頭
に
…
…

　
　
「
銀
天
之
所
為
、
知
人
之
所
為
、
、
以
其
知
之
所
知
以
養
其
知
之
所
不
知
、
劇
中
道
夫
者
、
是
知
之
盛
也
、
、
且
有
真
人
而
後
有
真

知
」
と
あ
る
。

　
真
人
と
は
、
　
『
荘
子
』
の
理
想
的
人
格
を
表
象
す
る
所
の
人
格
観
念
で
あ
っ
て
ま
た
「
人
格
」
と
「
知
識
」
と
の
両
面
か
ら
考
察
さ
れ

た
人
生
哲
学
で
も
あ
る
。
　
「
有
真
人
而
後
有
真
知
」
と
は
、
そ
の
人
格
と
知
識
と
は
「
絶
対
」
に
よ
っ
て
相
侯
つ
関
係
に
な
る
こ
と
を
い

う
。
混
沌
の
境
界
に
於
け
る
「
無
物
」
は
、
知
の
対
象
と
し
て
の
「
物
」
の
存
在
を
認
め
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
時
、
　
「
物
」
と
は
「
現

象
」
を
意
味
す
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
ど
お
り
で
あ
る
。
し
か
も
、
　
「
野
物
固
有
所
然
、
物
固
有
所
可
。
無
物
忌
然
、

無
物
不
可
」
《
斉
物
論
》
で
は
「
物
」
を
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
入
れ
な
が
ら
、
常
に
「
物
」
に
即
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
同
じ
篇
に

［
過
冷
聖
人
和
之
以
是
非
槍
屋
曇
天
鉤
、
是
之
謂
予
行
」
と
は
、
是
と
非
、
我
と
物
、
と
の
間
に
存
す
る
矛
盾
を
乗
り
越
え
、
更
に
そ
れ

を
両
存
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
。
従
っ
て
、
　
「
絶
対
知
」
と
い
う
の
も
「
相
対
知
」
の
世
界
か
ら
の
超
越
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

「
心
斎
」
な
ど
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
よ
く
「
物
」
と
調
和
を
取
れ
た
「
知
」
は
、
天
人
合
一
の
手
段
に
も
な
る
。

　
　
「
是
知
之
能
登
假
於
道
也
」
《
大
宗
師
》
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「
其
知
情
信
、
其
徳
甚
真
」
《
応
帝
王
》

　
　
「
知
大
備
者
、
無
求
、
無
失
、
、
不
以
物
易
己
也
」
《
徐
無
鬼
》

　
　
「
（
彼
人
）
合
其
知
、
則
天
下
不
惑
　
」
《
肱
簾
》

　
　
［
夫
王
徳
之
人
、
立
之
本
原
、
知
通
四
神
」
《
天
地
》

　
「
無
物
」
や
「
無
封
」
の
段
階
に
お
い
て
は
、
　
「
物
」
の
存
在
を
認
め
な
い
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
対
立
の
な
い
未
分
化
の
混
沌
の

状
態
に
帰
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
の
部
分
に
至
っ
て
は
、
　
「
不
知
」
と
い
わ
ず
に
「
知
」
の
語
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
の
は
、
　
「
物
」

に
お
い
て
の
絶
対
知
が
一
転
し
て
、
　
一
我
」
に
お
い
て
の
絶
対
知
を
媒
体
と
し
て
、
天
と
人
を
結
ぶ
こ
と
を
企
て
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ

で
、
　
「
知
」
の
対
象
は
天
心
、
人
事
に
分
け
て
、
こ
の
両
面
を
兼
ね
知
る
も
の
こ
そ
真
の
知
者
で
あ
る
と
す
る
。
だ
が
、
天
人
の
合
一
を

求
め
る
の
に
「
知
」
の
言
葉
が
使
わ
れ
る
が
、
直
ち
に
現
象
の
認
識
に
基
礎
を
置
く
「
相
対
知
」
を
是
認
す
る
の
で
は
な
い
。
絶
対
知
の

根
源
は
あ
く
ま
で
「
我
」
に
求
め
ら
れ
る
。

四
　
『
老
子
』
に
由
来
を
有
す
る
知
論

　
　
　
ω
無
為
と
去
知

　
「
知
」
の
対
象
を
天
事
、
人
事
に
分
け
て
「
人
の
道
」
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
は
、
人
間
の
道
を
自
然
の
中
に
お
く
『
老
子
』

と
一
脈
の
連
絡
が
あ
る
。

　
「
無
為
」
と
は
も
と
も
と
人
間
の
世
間
的
な
行
為
を
捨
て
去
る
こ
と
で
あ
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
し
か
し
単
な
る
非
実
践
性
を
意
味

す
る
も
の
で
も
な
い
。
　
「
無
為
無
不
為
」
と
あ
る
よ
う
に
そ
れ
が
目
的
と
す
る
所
は
道
と
一
体
と
な
る
た
め
の
方
法
で
あ
り
、
主
と
し
て

明
哲
保
身
に
あ
る
。
　
「
物
」
に
代
わ
っ
て
「
知
」
が
対
象
化
さ
れ
る
に
つ
れ
、
　
「
心
」
の
あ
り
か
た
も
い
よ
い
よ
深
刻
に
な
る
。
人
皆
の

偽
り
の
知
を
排
斥
す
べ
し
と
す
る
こ
と
は
、
恐
ら
く
『
老
子
』
に
由
来
が
あ
る
。

　
　
「
離
形
去
知
、
同
於
大
道
」
《
太
宗
師
》

　
　
「
無
為
謀
府
、
無
為
知
主
」
《
応
帝
王
》
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「
聖
人
不
謀
、
焉
用
知
」
《
徳
充
府
》

　
　
「
以
生
為
本
、
以
知
為
師
」
《
庚
桑
楚
》

　
　
「
人
錐
有
知
、
－
無
所
用
之
、
此
之
謂
至
＝
《
繕
性
》

　
　
「
去
知
與
故
、
循
天
之
理
」
《
刻
意
》

　
　
「
巧
知
神
聖
之
人
、
吾
自
以
為
脱
　
」
《
天
道
》

　
　
「
知
謀
不
用
、
必
帰
其
天
」
《
天
道
》

　
　
「
去
就
、
取
與
、
知
能
六
者
、
塞
道
也
」
《
庚
桑
楚
》

　
以
上
は
、
作
為
的
な
策
謀
に
つ
な
が
る
知
を
用
い
な
い
こ
と
を
云
う
。
こ
れ
ら
の
世
間
知
の
排
除
は
「
無
為
」
の
主
張
の
一
部
分
と
し

て
良
い
。
　
「
無
物
」
の
場
合
は
「
物
」
は
対
象
で
あ
り
、
こ
こ
で
「
知
」
が
問
題
と
な
り
、
　
「
無
知
」
か
ら
「
慧
知
」
へ
の
傾
向
が
現
れ

て
く
る
。
無
為
と
は
人
間
の
世
間
的
な
作
為
性
、
実
践
性
を
捨
て
去
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
単
に
そ
れ
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、

反
っ
て
激
し
い
実
践
性
を
目
的
と
す
る
事
が
多
い
。
い
わ
ゆ
る
「
無
為
無
不
為
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
　
「
去
知
」
と
い
う
の
も
大

道
と
一
体
と
な
る
た
め
の
方
法
で
あ
る
か
ら
、
本
来
は
観
念
的
な
事
柄
だ
と
し
て
も
、
強
い
実
践
性
を
帯
び
て
い
る
。

　
　
　
②
　
無
知
と
不
言

　
「
不
知
」
の
外
に
も
「
無
知
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
く
。

　
　
「
是
故
塁
到
奔
奇
型
己
、
而
縁
不
得
已
。
…
聖
主
知
之
物
、
無
主
己
之
患
、
無
用
知
之
累
。
至
於
若
無
知
型
物
而
已
」
《
天
下
》

　
　
「
聞
以
有
知
知
者
　
、
未
聞
以
無
知
知
者
也
」
《
人
間
世
》

　
　
一
同
乎
無
知
、
其
徳
不
離
、
同
乎
無
欲
、
是
謂
素
朴
、
素
朴
而
民
性
得
　
」
　
《
馬
蹄
》

　
「
無
知
」
と
は
知
の
存
在
を
認
め
な
い
こ
と
で
あ
る
。
予
想
さ
れ
る
存
在
は
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
さ
す
「
物
」
で
は
な
く
「
用
」
を
考
え

る
世
間
知
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
老
子
の
流
派
に
関
連
の
あ
る
後
学
よ
り
発
展
し
た
思
想
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
　
「
無
知
」
と
は
、
知
の

存
在
を
否
定
す
る
だ
け
で
は
な
く
「
知
」
に
即
し
て
超
越
す
る
こ
と
を
目
指
す
の
は
、
処
世
と
し
て
の
「
知
」
を
考
え
る
意
図
が
あ
っ
て

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
　
［
無
物
」
は
、
　
咽
知
」
の
対
象
と
し
て
の
「
物
」
は
不
安
定
で
あ
る
か
ら
現
象
に
と
ら
わ
れ
な
い
「
不
知
」
憶
い
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は
「
絶
対
知
」
を
考
え
る
。
後
に
な
る
と
、
　
「
知
」
を
考
え
る
時
「
物
」
と
「
現
象
」
と
の
関
係
を
一
歩
深
く
追
求
せ
ず
に
、
問
題
は
む

し
ろ
、
一
切
を
決
着
す
る
「
物
」
を
捉
え
よ
う
と
す
る
主
体
側
の
我
に
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
　
「
無
知
」
は
直
ち
に
予
想
さ
れ
た
知
を

対
象
と
し
、
固
定
化
さ
れ
た
存
在
は
我
々
の
意
識
を
規
範
す
る
そ
の
危
険
性
の
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
と
い
う
心
境
上

の
操
作
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
　
「
無
物
」
の
如
く
現
象
の
再
経
験
で
も
な
く
、
真
人
の
知
に
お
い
て
絶
対
知
を
「
我
」
に
求
め
よ
う
と
す

る
の
で
も
な
く
、
恰
も
「
物
」
と
関
係
な
く
専
ら
我
の
意
識
を
「
対
象
」
と
す
る
心
の
経
験
な
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
言
語
を
拒
否
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
恐
ら
く
『
老
子
』
に
淵
源
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
　
「
知
而
不
言
、
所
以
之
天
也
…
不
知
大
寧
」
《
列
禦
冠
》

　
　
「
熟
知
不
言
之
弁
、
不
道
之
道
、
若
有
能
知
、
此
之
謂
天
府
」
《
斉
物
論
》

　
　
一
夫
知
者
不
言
、
言
者
不
知
。
故
聖
人
行
不
言
之
教
」
《
知
北
遊
》

　
と
は
、
真
の
知
識
は
言
語
を
超
越
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
を
説
く
。
こ
の
考
え
は
、
　
『
老
子
』
の
「
是
以
聖
人
庭
無
為
之
事
。
行
不

言
之
教
」
（
第
二
章
）
　
「
知
者
不
言
、
言
者
不
知
」
（
第
五
十
六
章
）
と
関
連
が
あ
っ
て
、
処
世
術
と
し
て
後
の
道
家
に
も
継
承
さ
れ
て
い

る
。
　
「
言
」
と
は
、
即
ち
「
混
沌
」
に
籔
を
開
け
、
　
「
物
」
に
封
を
名
付
け
る
こ
と
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
実
在
」
が
確
立
さ
れ
、
更
に

そ
の
混
沌
の
内
に
秩
序
境
界
が
構
成
さ
れ
る
た
め
の
理
論
的
前
提
と
し
て
の
純
粋
概
念
で
あ
る
。
物
の
意
味
を
実
体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
人
間
は
動
物
か
ら
区
別
さ
れ
、
そ
の
高
く
す
ぐ
れ
た
文
化
を
築
き
上
げ
て
来
た
。
だ
が
、
概
念
の
確
立
と
同
時
に
価
値
の
偏
見
も
発
生

し
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
て
「
知
」
の
限
界
を
指
摘
し
て
「
不
言
」
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
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③
　
知
の
起
源
と
限
界

処
世
と
し
て
の
知
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
知
の
起
源
に
つ
い
て
も
違
う
考
え
が
出
て
く
る
。

　
　
「
徳
蕩
乎
名
、
知
出
乎
争
」
《
人
間
世
》

　
以
上
は
、
人
間
の
知
は
争
い
に
よ
っ
て
は
ぐ
く
ま
れ
て
く
る
と
す
る
考
え
で
あ
る
。
人
間
の
知
は
な
に
に
よ
っ
て
生
じ
て
き
た
か
に
つ

い
て
は
、
知
の
四
つ
の
段
階
で
「
與
接
為
手
、
日
影
心
闘
」
《
齊
物
論
》
と
記
さ
れ
て
お
り
、
主
体
が
客
体
と
接
触
し
て
交
渉
し
合
う
所

に
あ
る
。
こ
こ
で
、
知
を
人
間
社
会
の
争
う
所
に
起
源
す
る
と
し
、
知
の
問
題
は
、
　
「
相
対
知
」
か
ら
、
人
間
社
会
に
お
け
る
作
為
的
な



知
或
い
は
人
間
の
偽
り
な
ど
の
排
斥
へ
と
移
行
す
る
よ
う
に
な
る
。
　
《
斉
物
論
》
を
中
心
に
「
知
」
論
の
基
調
を
な
し
、
後
に
現
実
社
会

と
の
係
わ
り
が
深
く
な
る
に
つ
れ
、
対
象
に
と
ら
わ
れ
な
い
絶
対
的
な
立
場
の
要
求
が
変
わ
ら
な
く
て
も
主
体
に
お
い
て
「
自
覚
」
す
る

内
容
が
変
わ
っ
て
ゆ
く
。
つ
ま
り
、
知
の
性
質
を
考
え
る
知
識
論
的
の
方
向
で
は
な
く
、
人
が
「
知
」
に
い
か
に
対
処
す
る
の
か
が
問
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
「
命
之
行
也
、
日
夜
相
代
乎
前
而
不
能
規
乎
其
始
者
也
」
《
徳
充
書
》

　
　
「
達
生
之
情
者
、
不
務
知
之
所
無
可
奈
何
」
《
達
生
》

　
処
世
の
知
を
考
え
る
に
命
、
性
な
ど
人
間
の
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
限
界
は
、
同
時
に
知
の
限
界
と
も
さ
れ
る
。

　
　
　
㈲
　
知
の
も
た
ら
す
弊
害

　
知
を
使
い
す
ぎ
る
と
、
挙
句
の
果
て
は
人
間
社
会
を
乱
す
よ
う
な
結
果
さ
え
生
じ
る
。

　
　
「
絶
聖
旧
知
、
大
盗
乃
止
」
　
《
肱
筐
》

　
　
「
則
是
上
好
知
之
過
…
天
下
大
乱
　
。
」
《
肱
筐
》

　
　
「
目
無
所
見
、
三
無
所
聞
、
心
無
所
知
…
多
知
為
敗
。
」
《
在
宥
》

　
　
「
任
知
則
民
相
盗
」
《
庚
桑
楚
》

　
　
「
民
知
力
端
、
則
以
偽
継
之
」
《
則
陽
》

　
こ
こ
で
い
う
知
は
、
目
や
耳
に
よ
る
感
覚
的
な
知
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
人
間
の
競
争
心
に
基
づ
く
よ
う
な
悪
知
恵
を
云
う
の
で
あ

る
。
知
は
勝
を
争
う
こ
と
か
ら
出
て
来
て
、
為
政
者
が
知
を
好
め
ば
天
下
は
大
い
に
乱
れ
る
と
い
う
。
　
『
老
子
』
に
「
知
恵
出
、
有
大
罪
、

絶
聖
奔
知
、
民
利
百
倍
」
（
第
十
八
章
）
と
い
う
の
は
、
　
「
知
」
を
捨
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
が
治
ま
り
民
の
利
益
が
起
こ
る
と
し
て
、

そ
れ
は
一
種
の
政
治
論
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
戦
国
末
の
頃
に
な
る
と
「
無
為
」
の
思
想
に
も
変
化
が
起
き
、
時
勢
に
応
じ
て
、
現
実
へ
の

肯
定
は
次
第
に
強
ま
っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
こ
の
延
長
線
に
『
老
子
』
を
始
と
す
る
「
黄
老
」
思
想
が
出
現
し
君
主
の
術
に
も
つ
な
が
っ

　
　
（
1
1
）

て
い
る
。
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五
　
結

び

　
先
秦
に
於
け
る
人
類
の
自
覚
史
の
意
義
は
、
人
間
が
自
然
と
の
対
立
を
明
確
に
意
識
す
る
段
階
を
起
点
と
し
て
発
足
し
、
自
覚
に
従
っ

て
、
そ
の
強
い
自
省
作
用
は
自
己
分
析
の
形
で
現
れ
る
。
歴
史
の
所
産
で
あ
る
『
荘
子
』
も
そ
の
風
潮
に
感
じ
、
　
《
斉
物
論
》
を
始
と
し

自
然
と
の
対
立
的
考
察
に
つ
か
れ
た
結
果
、
自
然
と
の
融
合
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
　
「
知
」
に
つ
い
て
は
本
来
そ
の
成
立
に

は
感
官
（
目
、
耳
、
心
な
ど
）
に
よ
る
の
か
或
い
は
ほ
か
の
も
の
に
よ
る
の
か
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
宋
代
に
至
っ
て
し
ば
し

ば
「
良
知
」
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
　
《
斉
物
論
》
で
は
先
天
的
な
道
徳
の
知
に
は
触
れ
ず
、
む
し
ろ
、
我
（
主
体
）
と
物

（
客
体
）
と
の
関
係
、
或
い
は
相
対
と
絶
対
と
の
線
に
沿
っ
て
考
え
て
い
る
。

　
だ
が
、
相
対
知
を
否
定
す
る
上
で
発
展
し
て
行
く
「
絶
対
知
」
は
、
実
は
新
た
な
価
値
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は

一
切
の
矛
盾
と
対
立
の
姿
こ
そ
、
そ
の
ま
ま
世
界
の
実
相
で
あ
る
か
ら
、
そ
し
て
現
象
に
即
し
な
が
ら
相
対
を
越
え
る
こ
と
を
よ
し
と
す

る
か
ら
で
あ
る
。
我
が
混
沌
の
一
、
絶
対
の
道
に
立
脚
す
れ
ば
千
変
万
化
す
る
現
象
に
自
由
自
在
に
応
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
、
即
ち

一
般
の
認
識
の
道
に
反
す
る
体
験
に
よ
っ
て
し
か
得
ら
れ
な
い
「
長
行
」
（
我
と
物
、
是
と
非
と
を
両
存
さ
せ
る
）
哲
学
で
あ
る
。

　
《
斉
物
論
》
の
後
、
道
と
一
体
、
自
然
と
の
冥
合
の
観
念
が
薄
ら
ぐ
と
、
や
が
て
そ
の
後
学
は
二
つ
の
方
向
へ
と
発
展
し
て
ゆ
く
。

　
そ
の
一
つ
は
、
　
「
真
人
」
に
関
す
る
知
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
時
の
経
過
と
と
も
に
従
来
相
対
と
し
か
さ
れ
な
か
っ
た
人
間
の
「
知
」

も
許
容
さ
れ
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
学
派
の
動
い
た
方
向
で
あ
る
。
ま
た
、
　
「
是
知
之
能
登
假
於
道
也
」
《
大
宗
師
》
と
あ
る
よ
う
に
、

混
沌
の
道
に
戻
る
要
求
と
と
も
に
従
来
人
為
と
さ
れ
て
き
た
「
知
」
を
「
天
」
の
道
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
許
容
し
、
現
象
の
調
和
を

試
み
よ
う
と
す
る
立
場
が
生
ま
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
　
『
老
子
』
の
無
の
思
想
か
ら
「
無
知
」
の
思
想
を
生
じ
る
。
ま
た
、
　
「
無
為
」
の

思
想
は
本
来
、
　
「
作
為
」
が
予
想
さ
れ
た
よ
う
に
「
無
知
」
に
も
「
知
」
の
否
定
を
通
し
て
「
無
知
の
知
」
を
目
指
す
。
そ
れ
は
「
知
」

の
性
質
を
考
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
　
「
知
」
の
「
用
」
を
考
え
る
処
世
の
術
で
あ
る
。
い
わ
ば
「
知
」
の
段
階
の
（
4
）
の
是
非
の
問
題

を
め
ぐ
っ
て
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
、
政
治
の
術
と
結
び
付
く
と
益
々
「
知
」
を
有
害
無
益
の
も
の
と
す
る
。
か

く
し
て
「
無
知
」
と
は
、
為
政
者
の
政
治
上
の
配
慮
と
な
る
。
一
方
、
処
世
の
知
と
結
合
し
て
発
展
し
て
ゆ
く
と
き
「
知
」
の
限
界
を
命
、

性
な
ど
に
設
定
し
て
、
現
象
し
即
し
つ
つ
超
越
す
る
と
い
う
絶
対
を
求
め
ず
に
、
人
間
の
う
ち
の
必
然
的
な
も
の
を
認
め
る
「
宿
命
論
」
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的
人
間
学
の
方
向
へ
と
発
展
し
て
ゆ
く
立
場
も
生
ま
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
〔
注
〕

（
1
）
　
武
内
義
雄
氏
は
「
荘
子
考
」
（
『
武
内
義
雄
全
集
』
第
六
巻
）
に
お
い
て
、
従
来
の
よ
う
に
内
七
篇
を
一
つ
に
く
く
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
と
す
る
。
な
お
、

　
　
中
で
も
《
斉
物
論
》
と
《
迫
遙
遊
》
《
養
生
主
》
が
そ
の
学
説
の
眼
目
だ
と
す
る
考
え
で
あ
る
。
松
本
雅
明
氏
は
（
『
中
国
古
代
に
於
け
る
自
然
思
想

　
　
の
展
開
』
）
原
本
『
荘
子
』
に
相
当
す
る
も
の
が
《
斉
物
論
》
前
半
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
見
い
だ
し
た
。

（
2
）
　
宋
の
張
載
「
見
聞
の
知
は
、
乃
ち
物
交
わ
り
知
り
、
徳
性
知
る
所
に
非
ず
。
徳
性
知
る
所
は
、
見
聞
に
萌
す
。
」
（
『
愚
蒙
』
大
心
）

（
3
）
　
良
知
と
言
う
の
は
「
孟
子
」
の
語
で
、
先
天
的
本
源
的
な
道
徳
知
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
宋
明
に
至
っ
て
こ
れ
を
継
承
し
て
「
心
性
の

　
　
学
」
と
し
て
発
展
さ
せ
る
。

（
4
）
　
松
本
雅
明
氏
前
掲
書
第
一
章
第
五
節
「
自
然
」
、
第
二
無
量
三
節
「
斉
物
論
篇
に
見
え
る
『
物
』
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）
　
《
斉
物
論
》
の
構
成
に
つ
い
て
も
す
べ
て
が
同
じ
時
期
に
成
立
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
既
に
後
漢
の
班
固
が
「
夫
道
未
始
有
封
」
以
下
は
外

　
　
篇
の
文
だ
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
篇
首
か
ら
「
今
聖
主
言
於
此
」
の
一
節
ま
で
が
最
も
ま
と
ま
っ
た
資
料
だ
と
い
う
。

（
6
）
　
《
斉
物
論
》
に
お
け
る
田
駐
の
音
物
説
と
弁
者
の
説
に
つ
い
て
津
田
左
右
吉
氏
、
　
『
道
家
の
思
想
と
そ
の
展
開
』
第
四
篇
第
三
章
、
第
四
章
を
参
照

　
　
さ
れ
た
い
。

（
7
）
　
前
田
利
鎌
氏
、
　
「
荘
子
」
（
『
臨
済
、
荘
子
』
に
収
録
）
二
、
荘
子
の
認
識
論
と
客
観
的
実
在
よ
り
。

（
8
）
　
大
浜
笹
野
は
『
中
国
古
代
の
論
理
』
第
一
部
第
一
章
「
道
家
の
論
理
」
で
、
否
定
論
理
か
ら
《
斉
物
論
》
に
存
す
る
価
値
の
転
換
の
趣
を
言
う
。
ま

　
　
た
、
松
本
雅
明
氏
、
前
掲
書
第
一
章
第
二
節
「
老
子
に
見
え
る
否
定
と
し
て
の
無
」
で
は
、
そ
の
日
常
的
の
存
在
を
否
定
す
る
に
価
値
の
転
換
を
い
う
。

（
9
）
道
家
の
理
論
は
結
局
、
心
境
の
論
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
考
え
は
津
田
左
右
吉
氏
、
前
掲
書
聖
四
篇
第
四
章
知
に
関
す
る
考
察
及
び
軽
物
説
を
参
照
さ

　
　
れ
た
い
。

（
1
0
）
　
《
大
宗
師
》
の
構
成
に
つ
い
て
、
津
田
左
右
吉
氏
、
前
掲
書
函
一
篇
第
二
章
「
荘
子
」
を
、
ま
た
野
村
岳
陽
「
真
人
論
」
（
漢
学
研
究
復
刊
3
号
、

　
　
昭
和
4
0
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1
1
）
　
町
田
三
郎
『
秦
漢
思
想
史
の
研
究
』
第
五
章
道
家
の
思
想
を
参
照
。
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